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「平成」から「令和」へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年度入学式が行われました 

 

４月９日（火）に入学式を行

い，普通科８０名・商業科４０

名・人間文化科４０名の計１６

０名が本校生に加わりました。 

小菅葵さん（普通科）が代表

して宣誓を行い，高校生活への

期待，目標，これからの決意な

どを語りました。当日は朝から

快晴で，３月には開花していた

桜も咲き，華やかな入学式に花

を添えました。これから３年間

龍ヶ峯での生活が始まります。 

 

 

 

 

 

対面式と部活動紹介を行いました 

 

４月１０日（水），新入生と上級生

の初顔合わせとなる対面式が行われ

ました。生徒会長の石塚梢さん（普

通科）が在校生代表として歓迎の挨

拶を，新入生代表の田中楓花さん（人

間文化科）がお礼の言葉と高校生活

への決意を述べました。 

 

４月１１日（木）の部活動紹介では，生徒会・運動部・文化部の代表

が日頃の活動内容やこれまでの実績等について説明したり，デモンスト

レーションを行ったりしました。軽音楽部の演奏に始まって生徒会本部 

の説明で終わるまで，１７の団体が参加した２時間でしたが，これか

らの高校生活を充実したものにしようと，新入生は熱心に見入っていま

した。 

 

 

 

４月１５日（月）を皮切りに，１年生恒例の茶道教室が始まりました。 

「道徳」の時間の一環として取り入れていますが，礼儀作法だけでなく

他者への思いやりの気持ちを学ぶ上でも非常に有意義なものです。茶道

部の外部講師をお願いしている川原洋子先生を中心に，今年度も引き続

きご指導をいただいています。 

 生徒達は初めて目にする道具，初めて学ぶ所作に戸惑いつつも，クラ

スメート同士でお茶を点てたりお菓子を供したりと，普段とは違った学

習に楽しそうに取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間文化科３年生は，課題研究

の授業の中に「礼法・着付け」の

時間があります。毎年，加藤史子

先生（桐華流日本きもの指導者協

会理事長）を中心とした講師の

方々から，基本的な立ち居振る舞

いから着物の着付けまで丁寧な

ご指導をいただいています。今年は４月２４日（水）が初回にあたり，

１回目の講座に先立ち開講式が行われました。本校卒業生で加藤先生の

お母様でもある「岩佐佳子さん」が書かれたテキストを使って学ぶこと，

「着物は子孫へ引き継ぐことのできる日本の文化である」ことなどを先

生からお聞きし，生徒達は改めて気持ちを引き締めていました。 

 

- - - - - - - ５月の行事日程 - - - - - - - 

 ９日（木） 尿検査① 

       生徒総会 

１０日（金） 創立記念日 

１３日（月） 茶道教室③〈道徳〉，進路別説明会〔３学年〕 

１４日（火） 歯科検診（全学年） 

１６日（木） ＰＴＡ総会振替日 

１７日（金） 小論文模試〔３学年〕 

１８日（土） ＰＴＡ総会 

２１日（火） 尿検査② 

２２日（水）～２４日（金） 第１学期中間考査 

２７日（月） 定期健康診断〔１学年〕，茶道教室④〈道徳〉 

３０日（水） 尿検査③ 

３１日（金） ３学年学校説明会＋SPI講座 

 

「平成」から「令和」へと元号が変わります。４月１日の昼前

の発表以来，様々なことが報道されています。「令和」が万葉集

由来であることを始め，これまでの元号についての話や読み方は

異なるものの「令和」という名前を持っている方々への取材内容，

「令和」と銘打った商品が次々と販売されていることなど，様々

な情報が流れました。「大化」から始まる元号は長きに渡って日

本で使われてきましたが，西暦のほうが便利だという声もありま

す。紀元前と紀元後という区切りが一つあるだけで，グローバル

化した社会では連続した数字を用いるほうが見通しやすいとい

う見方もあります。時間を区切る方法として何らかの単位を共有

しないで社会生活は成り立ちません。日本における社会や文化の

区切りとしての元号が果たしてきた役割を考えると，単なる単位

ではない大きな役割を持っているということができるでしょう。

そうでなければ，これほど話題になることはないと思います。 

日本の社会や文化の区切りとして元号をみたとき，「令和」が

どのような時代になるかは，一人一人の国民がそれぞれの願い

を持つことはできても，まったくわかりません。一方で，「平

成」とはどういう時代であったのか振り返ることは可能です。

どういう出来事がいつ起こったかを振り返り，まとめることで

その時代の流れを大きくとらえることができると思います。と

は言え，どの出来事を取りあげるか，そしてどう解釈するかに

よりとらえ方は変わりますので，絶対的な解釈は危険です。併

せて，振り返ることができる情報についても，公開されていな

いものもあるでしょうから，ある程度時間が離れ，客観的に歴

史としてとらえられることができる時期を待つことが必要かも

しれません。さらに，客観的に歴史について語るのもとても難

しいことだと思います。歴史についての語りはあくまでその語

り手の目を通してみた歴史です。その時代を背景としたさまざ

まな語り手による歴史についての語りが存在するわけです。英

語で歴史は historyです。storyは物語です。文学批評では，

hisと storyを historyから読み取り，歴史の記述の多くは男

性中心の語りになっていると指摘する研究があります。そのた

め，her storyを研究する必要性を主張する例もあります。こ

の時代の変化の区切りに，様々な視点から語られた，複数の歴

史に関する語りに目を通してみてはいかがでしょうか。 

                 校長 宮本 順紀 

 

礼法・着付け開講式 
 

茶道教室スタート 

 


